
交通に関する取組について

企画政策課

１ 第４回琴浦町公共交通体系再編検討委員会の結果について

(１) 開催日時 令和２年 10 月 12 日(月)

(２) 出席者 座長 加藤教授(米子高専)、谷本教授(鳥取大学)、交通事業者、県

担当課、運輸支局、町

(３) 会議結果

・朝、夕方については、町営バスとスクールバスを統合して小学生・中学生・一般

客の移動に対応する。日中については、小型車両によるドアツードア型のデマン

ド運行を検討することについて委員会で承認。

※バス運行台数 現行９台＋予備車１台 ⇒ 再編後６台＋予備車２台

・鳥取大学谷本教授より、８月に実施したアンケート調査(対象：60～89 歳の町民)

について要点の報告(配布 6,742、回答 2,688、回収率 39.9％)

①高齢者の移動ニーズからは、日中のデマンド交通については、乗用車によるド

アツードア型の乗合輸送が適している。

②地区ごとの共助交通については、現時点では中心となるドライバーの人数確保

が困難であるとの結果が出た。全町に展開するのではなく、まずは限定された

エリアで小規模実施からスタートすべき。

・バス運行と日中のデマンド交通を効率的に運行するためには、時間帯別でバスか

ら小型車両に乗り換える必要があり、同一事業者でないと運転手雇用が難しい。

・日中のデマンド交通のあり方については、琴浦自分ごと化会議での議論を踏まえ

て検討していくことを確認した。

 

【再編イメージ】



２ 令和２年度下期に実施する交通に関する取組について

※詳細は添付する資料により説明

(１) 共助交通の実証実験について

(２) 琴浦自分ごと化会議について

無作為抽出 1,000 人に通知し、応募いただいた方 12 名と中山間地域、小学校 PTA

からの推薦６名の計 18 名で議論

(３) バスラッピングデザインワークショップの開催について

(４) バスラッピング協賛募集について











琴浦 町民と考える
持続可能な地域交通 琴浦町

何をするの？
町の現状と課題を町民と共有し、町民自らが課題について「自分のこと」として考え、
話し合うことで、解決策を考えていきます。このたびは、「交通」をテーマに持続可能な
地域の交通について話し合います。
会議は、中山間地域での公共交通の利用関係者に加え、無作為で抽出した町民に
も参加を依頼することで、これまで行政に関わる機会が少なかった方の意見を引き出し
ながら、様々な角度から議論を深めます。

話し合った意見はどうなるの？
自分ごと化会議で話し合った内容は、提案書として取りまとめ、町に提出します。
町は、提案書の内容を踏まえ、これからの交通のあり方について具体的に検討します。

会議の流れは？
日程 内容 会場
第１回　10/25（日）
13：30～16：30

【参加者研修】自分ごと化会議の目的、進め方の説明
参加者の自己紹介、町の交通の現状説明

まなびタウンとうはく
4階多目的ホール

第２回　11/21（土）
13：30～16：30 町の交通に関する課題、議論すべき項目の整理 分庁舎

2階多目的ホール
第３回　12/13（日）
13：30～16：30 町の考える交通再編計画（案）について意見交換 分庁舎

2階多目的ホール
第４回　2/6（土）
13：30～16：30 地域に必要な交通について意見交換 まなびタウンとうはく

4階多目的ホール

第５回　3/6（土）
13：30～16：30

【提案書作成】これまでの議論の内容を集約
提案書の作成　　　　　　　　　　　　　　町に提出

まなびタウンとうはく
4階多目的ホール

参加者の役割は？

提案書の内容は、令和４年からの交通再編計画に反映させていきます。
地域の将来に必要な交通について一緒に考えてみませんか。

①住民参加者 テーマの現状を把握し、普段の生活から感じることを住民間
で議論します。

②コーディネーター(進行係) 会議の進行役です。議論の整理や事実関係を確認します。

③ナビゲーター(外部有識者) 議論を行う際の論点の提示役です。専門的視点から意見
や提言を行います。

④オブザーバー(交通事業者) 交通の現状や利用者の声など事業者からの意見を述べま
す。

⑤町職員 議論の材料となる情報を提供します。



琴浦町内の交通の現状と課題

町が運営するコミュニティバスで、日
ノ丸自動車(株)、(株)田中商店
の2社に運転を委託しています。
○主な利用者
　中学生（通学）
　高齢者（通院・買物）
○運行路線　６路線（図１）
　野井倉線、福永線、
　上法万線、上中村線、
　船上山線、琴浦海岸線
○その他
上中村線の乗車には、事前予約
が必要となります。また、一部の便
はスクールバスとの共同運行となっ
ています。

人口減少と高齢者の自家用車普
及を背景に、｢ことうらバス｣の利用
者は、年々減少し続けています。
反対に、ドライバー不足による人件
費の高騰もあり、運行経費は増え
ています(図２)。このままでは｢こと
うらバス｣を維持していくことは大変
難しい状況です。
現在、町では効率的な運行のため、
スクールバスとの統合など交通全
体の見直しを進めています。

図２
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ことうらバス運行経費と
年間利用者の推移

町内の交通の現状

ことうらバスの抱える課題

公共交通空白地

公共交通空白地にお住まいで自家用車の運転ができない方
には、タクシー料金の助成制度を設けています。
助成額：タクシー利用料金の1/2　72回まで

図１
ことうらバス

日本交通(株)により、常時2～3
台体制で運行しています。
営業時間　6：30～25：30
※現在は20：00に短縮営業中

スクールバス

船上小学校と聖郷小学校の生徒
の送迎のため、計４台のスクール
バスを運行しています。
H31年度経費：3,052万円

タクシー







裏面の申込み用紙に必要事項をご記入のうえ、お申込みください

スクールバス・町営バス新規ラッピング事業

協 賛 募 集
今年度、琴浦町では町の観光振興を図るため、新しいロゴと愛称を作成しました。
そこで、スクールバス4台、町営バス1台の計5台に新たなデザインラッピングを計
画しています。
少子高齢化社会が進行するなか、公共交通を維持していくことは重要な課題です。
スクールバスおよび町営バスの運営に、地域企業・団体にも関心を寄せていただく
ことを目的に、新ラッピングの実施にあわせ協賛していただける企業・団体を募集
します。

□バスラッピングイメージ

◇トビウオA
枠:3㎝×20㎝

◇トビウオB
枠:4㎝×30㎝

協賛の内容

バス側面に企業名・団体名を記載したトビウ
オシートを3年間貼り付け
※色、配置、貼り付けるバスの指定はできません
※１台あたり20羽程度

協賛金額

◇トビウオA：３万円／３年間
◇トビウオB：５万円／３年間

募集口数

100口(トビウオA：80口 トビウオB：20口)
※申込み多数の場合は抽選とします
※1企業1団体につき５口まで

ラッピングされた車両は令和３年２月より、スクールバス
および町営バス(琴浦海岸線)として運行予定です。

琴浦町役場 企画政策課 ℡0858-52-1708

企業・団体名掲載

企業・団体名掲載

※イメージですので変更する場合があります



■募集対象 … スクールバスと公共交通事業の運営にご賛同いただける企業、団体

■募集期間 … 令和２年１０月１５日(木)から１１月１３日(金)まで 

【枠内に必要事項をご記入の上、下記提出先までお申込みください】
【申込用紙提出先】琴浦町企画政策課 〒689-2301 鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2
                              TEL0858-52-1708 FAX0858-49-0000

■掲載決定 募集期間終了後、掲載決定通知を役場から送付いたします。
■納入方法 決定通知と併せて、納入通知を送付しますので納入ください。

お問合せ先 琴浦町役場企画政策課
〒689-2312 鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2 TEL0858-52-1708 FAX0858-49-0000 (担当:住吉、黒松)

スクールバス・町営バス新規ラッピング事業
協賛申込用紙

申込日 令和    年      月     日

フリガナ

企業名・団体名

ご担当者(所属・氏名)  所属              氏名

電話番号

メール

協賛口数
(計5口まで)

◇トビウオA(30,000円) (  )口
◇トビウオB(50,000円) (  )口

トビウオの表示名
（企業名・団体名）

例：株式会社○○商会、□□協同組合、(有)△△組 等

協賛金受領書 □要     □不要
☑いずれかに をお願いします。

※1企業、1団体につき、５口までとさせていただきます。申込み多数の場合は抽選とします。
※色、配置、貼り付けるバスの指定はできません。
※協賛企業については、一覧を車内に掲示いたします。
※公序良俗に反するもの、政治性のあるもの、宗教性のあるもの、風俗営業に関するもの、貸金業に
関するもの、ギャンブルに関するもの等に該当する場合は申込みできません。



「琴浦町を元気にする夢コンテスト コトウランドリーム」の開催について

企画政策課

１ 趣旨

○新型コロナウイルス感染拡大の影響により、全国各地において活動自粛やイ

ベント中止が相次いでいる。

○琴浦まちづくりネットワークでは、コロナ禍において琴浦町に活気をもたら

すイベントを実施したいとの思いから、まちネットまつりの新企画として「コト

ウランドリーム」を開催する。

２ 事業実施主体

琴浦まちづくりネットワーク

３ 実施概要

○コトウランドリームとは、「琴浦町で実現させたい夢」をプレゼンテーション

し、多くの方に元気を届けるイベント。

○応募者の中からグランプリ１件、準グランプリ１件を選出し、受賞者には琴浦

まちづくりネットワークが夢の実現までのサポートとして資金確保や経営ノウ

ハウの支援を行う。

４ 今後のスケジュール

・10 月１日から 11 月 20 日まで エントリー期間

・11 月 21 日から 11 月 30 日まで 第一次審査(予選)

・12 月 27 日 第二次審査(本選)

・令和３年３月 20 日 まちネットまつりの中で「夢実現フォーラム」を開催






